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４階西棟スタッフ

　患者は乳児からAYA世代までと年齢の幅が広いた
め、心理士やホスピタルプレイ士、保育士と共に、患
者・家族に寄り添った看護を提供しています。子ども
の生活を大切にし、特に感染対策については早期から
患者・家族に指導を行っています。
　教育面では、隔離中であっても可能な範囲で学習が
出来るように教員と相談しながら環境を整え、退院前
には地域校連絡会を行い、不安なく復学できるように
しています。　
　ボランティアによる遊びや催しも積極的に企画し、
患者・家族が少しでも楽しい時間が持てるようにして
います。　
　最近では受持ち看護師を中心に、きょうだいへの病
気の説明や病院案内などのきょうだい支援にも少し
ずつ取り組んでいます。
  また、退院後も長期フォローアップの研修を受けた
看護師が継続して介入し、入院中だけでなく、長期に
わたり患者・家族を支援しています。

）香由 本炭　長師護看 棟西階４ （  　                               

   4階西棟は、主に小児がん患者を対
象とし、化学療法や造血細胞移植を

行っています。薬の副作用や移植後関連
合併症などの身体的苦痛だけでなく、長い入院生
活や隔離による行動制限、ボディイメージの変化
などにより精神的苦痛を伴うことが多いです。そ
れらを出来るだけ緩和できるように、医師・看護師
だけでなく、多職種で患者・家族を支えています。

病 棟 の 紹 介

４階西棟

 　退院後もリハが必要とされる患者さんについて
は、地域施設と協力して途切れることなくリハ継続が
できるよう努めています。
　院外に対してなかなか顔が見えない科ではありま
すが、一人でも多くの子どもたちの機能改善を目指し
て頑張っています。今後とも応援よろしくお願いしま
す。
　　　（ リハビリテーション科 主任部長　田村 太資）

◆運動器術後◆四肢先天異常 ◆脳性麻痺・脳炎脳症後や二分脊

椎・脊髄髄膜瘤などの麻痺性疾患◆小児がんや循環器・呼吸器疾

患に合併する廃用症候群                        　  など多岐にわたります。

対象とする疾患群

　リハ科の業務は、院内からの依頼を受けて診察を
行った後にリハ開始の指示（リハもお薬と一緒で「処方」と
言います）を出し、療法士が実施しているリハの進捗状
況を管理します。そしてリハを行う目標に達すれば終
了の指示を出し、診察で継続的に経過観察します。ま
た、補装具などを作成する際の意見書作成や適合判定
も実施しています。

リハビリテーション科は設立5年目
の新しい科です。

「リハビリテーション（リハ）」と聞くと
なんとなくイメージで理解できると思いますが、
当センターのリハ科が一体どのようなことをして
いるかは、院外から直接紹介患者さんをお受けし
ていないこともあり、あまり知られていないかも
しれません。
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